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宮原小学校のプール横には、 

“ふれあい農場 ～えいようまんたん畑～”が あります。 

『パワフルおいやんクラブ』の方々にご指導とご協力をいただき 

ながら、毎年５年生がじゃがいもや大根を栽培しています。 

今年度の５年生も、３月中旬に『パワフルおいやんクラブ』の 

方々と一緒に種イモの植え付けをして、草抜きや間引き、水やり 

をして、収穫できる日を楽しみにしていました。 

６月２９日、いよいよ収穫です。この日も『パワフルおいやん 

クラブ』の方々にお手伝いいただきながら収穫を行いました。 

大きいのあり、小さいのあり、虫に食い荒らされたのありと様  々

でしたが、たくさんのじゃがいもを収穫することができました。 

掘り出したじゃがいもを手に、子供たちはみんな笑顔で、歓声を 

あげたり、友達と見せ合ったり、とても楽しい時間となりました。 

『パワフルおいやんクラブ』の皆さん、本当にありがとうござい 

ました。５年生は、後日、収穫したじゃがいもを使って調理実習を行い、食べたらとてもおいしかったそうです。 

 

 

 ４年生が、７月１日（木）と 

 ７月２日（金）に、有田市福 

                                           祉館『なごみ』のデイサービス 

 利用者さんとリモートで交流を行いました。今年度初めての交流で、テーマは『 届け合おう！ 元気と笑顔 』です。４年生の 

 子供たちは、桜・鳩組ともに、リモートでも伝わるように、利用者さんと一緒に楽しめるようにと、それぞれの班がクイズ・ 

ゲーム・福笑い・ちぎり絵など趣向を凝らした交流メニューを用意していました。 
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４年生リモートで交流

 

 

               

               ５年生 

 

画面の向こうからの掛け声に

合わせて、胸に手をあてるグー

と手を前に出すパーを入れ替

えていく『グーパー体操 』を

みんなでしました。 

       

 

 

「右手あげて～」「左手あげな

いで～」という『手あげゲーム』。 

子供たちの“ひっかけ”にかか

りながらも笑顔いっぱいで楽し

んでいる利用者の皆さんです。 

食い入るように見つめる利用者

さん。皆さんはすぐに仕組みが

分かり、「すごいなあ」「いつ

でも会えるなあ」と口々におっ

しゃっていたそうです。 

桜組は、授業が始まる前に、デ

イサービスの体操にも参加し

て、利用者の皆さんと一緒に体

操をしました。 

左側の写真は『福笑い』の二元中継です。子供たちの指示

に従って、目や鼻、口を次々においていきます。画面の向

こうから子供たちが、「右右～! 上手上手！」「そこそこ！」

と、たくさんのヒントを出してくれました。 

右側の写真は、利用者の皆さんが完成させた福笑いです。

なかなか可愛いですよね。 

描いた絵にもう一枚紙を重ねてあり、それをちぎって少し見える

ところから何の絵かを当てる『絵あてクイズ』です。答えは、百

獣の王ライオンです。実際は、すごく鮮やかで、とても上手に描

いていたそうですよ。 



 

「リモート交流」という初めての試みでしたが、交流が始まるとすぐに打ち解け、最後まで和やかな雰囲気で交流が進め 

られました。利用者の方々も、子供たちの元気で素直な様子に、「かえらしよー。子供たちを見てるとうれしくて涙が出て 

きたよ。」と言って涙ぐんでいる方や、「すごく楽しかった。またやりたいよ。」という方もいて、お互いに笑顔と元気を 

届け合えた時間となったようです。 

日々の生活の中で、高齢者と接することが少ない子供たち。このような学びを通して、世代の離れた高齢者に対する理解を 

深めるとともに、高齢者を敬い、学び合えたり支え合えたりする心の通う関係を築いていく姿勢を培ってほしいです。 

 

 

 

 

 

  ７月１３日（火）、昨年に引き続き、５・６年生が宮原地域交流協議会の『あそび-と』の方々に教えていただきながら竹灯 

 籠作りに取り組みました。初めに、『あそび-と』の方々が、実演を交えながら具体的な作製手順を説明してくださり、子供た 

 ちも真剣な表情で聞いていました。説明が終わると、各自で竹を選び、５・６年生混合のグループで活動が始まりました。 

 各グループでは、昨年も体験している６年生が５年生に優しく教えてあげたり、男の子が女の子の竹を固定してあげていたり、

とても微笑ましい光景がたくさん見られました。『あそび-と』の皆さんも、あえて手を出さず、困っている子には分かりやす

く的確なアドバイスをしたり、子供たちの頑張りを優しく見守ってくれていました。 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

普段使い慣れていないノコギリや金づちの扱いが難しく緊張している子もいましたが、どの子も集中して取り組み、みんなで

助け合いながら、工夫を凝らした竹灯籠を完成させることができました。竹灯籠に貼られた紙の絵は、スイカやかき氷、朝顔

など、涼やかで個性あふれたものがたくさんありました。 

  『あそび-と』の皆さん、お忙しい中、竹の切り出しやカット、道具の準備、当日の指導など大変お世話になりました。子供

たちにとっては、地域の方々の自分たちへの思いを感じ取ることができる貴重な体験であり、とても楽しい思い出になったと

思います。本当にありがとうございました。 

 

 

 

 ７月１８日（日）、宮原小学校横の『宮原さん家』でも『あそび-と』の方々が講師になって竹灯籠作りが行われました。親子

連れや女性の方も、ノコギリや金づち・ドリルなどの道具を上手に使いながら、ワイワイにぎやかに、思い思いの竹灯籠を完成

させていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


